
◆JR和歌山駅・南海和歌山市駅からバス「県庁前」下車、徒歩２分
◆和歌山ICから車で約20分　◆和歌山港から車で約７分

和歌山県立近代美術館

次回特別展　蘆雪潑剌 ―草堂寺と紀南の至宝―　10月18日（火）～11月23日（水・祝）

■ ミュージアム・トーク(展示解説）　13時30分～14時30分
9月10日（土）　18日（日）　22日（木・祝）　10月8日（土）

企画に関するお問い合わせは073-436-8670まで

■ 開館時間 9時30分～17時（入館は16時30分まで）
■ 入 館 料 一般820円（660円）　大学生510円（410円）
 高校生以下、65歳以上、障害者、県内に在学中の外国人留学生は無料
 ＊（　　）内は20人以上の団体料金
■ 休 館 日 月曜日（但し、9月19日と10月10日は開館し、9月20日（火）は休館）

主催／和歌山県立博物館
後援／NHK和歌山放送局
協力／和歌山県立博物館友の会

《関連企画》 ■ 現地見学会　秀吉の紀州攻めゆかりの地を歩く
（参加費無料　事前申し込みが必要　8月19日（金）から受付開始）
いずれも13時30分～16時　定員30人
① 9月19日（月・祝）　貝塚市域の根来出城を歩く
　案内人　水島大二氏（日本城郭史学会委員　城郭史）
　　　　　三浦　基氏（貝塚市教育委員会社会教育課主査　考古学）
　　　　　上畑治司氏（貝塚市郷土資料室学芸員　歴史学）
②10月2日（日）　太田城周辺を歩く
　案内人　水島大二氏
　　　　　北野隆亮氏（（公財）和歌山市文化スポーツ振興財団
　　　　　　　　　　　　 埋蔵文化財センター長　考古学）

■ 博物館講座（申し込み不要）
10月1日（土）  13時30分～15時　近代美術館2階ホール
紀州における近世の幕開け
前田正明（当館主任学芸員）

■ 講演会（申し込み不要）9月24日（土）  13時30分～15時　近代美術館2階ホール

雑賀衆と「石山合戦」
武内善信氏（和歌山城整備企画課学芸員）

９月１０日（土）～１０月１０日（月・祝）
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織田信長像 浄厳院蔵

徳川家康像 紀州東照宮蔵

豊臣秀吉像 永観堂禅林寺蔵

大坂夏の陣図屛風 個人蔵
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信長 秀吉 家康 幸村

    勢揃い！

鉄錆地雑賀鉢兜 和歌山市立博物館蔵
［和歌山市指定文化財・重要美術品］

織田信長朱印状 個人蔵



　戦国時代、紀北・泉南地域では雑賀衆・根来寺・粉河寺・高野山などの勢力が群雄割拠して
いました。やがて、天下統一をめざす織田信長や羽柴（豊臣）秀吉と対立するようになります。
そして、天正13年（1585）秀吉の紀州攻めという、大きな転機を迎えます。
　この特別展では、紀北・泉南地域の諸勢力が信長・秀吉と対抗しつつも敗北し、やがて徳川
家康によって確立された幕藩体制に取り込まれていく様子を、残された資料から紹介します。

【図版】　　①過所船旗 個人蔵［重要文化財］　②メルカトル世界図　和歌山市立博物館蔵　③関ヶ原合戦図屛風〈木俣家本〉彦根城博物
館蔵［彦根市指定文化財］　④新川盛政像 沢庵宗彭賛　個人蔵　⑤桑山重晴像　理智院蔵　⑥豊臣秀吉像〈部分〉理智院蔵　⑦豊臣秀長
像〈部分〉永観堂禅林寺蔵　⑧卜半斎了珍像〈部分〉願泉寺蔵　⑨木食応其像〈部分〉応其寺蔵［橋本市指定文化財］　⑩顕如上人像〈部分〉
願泉寺蔵［貝塚市指定文化財］　⑪二尊（親鸞・蓮如）像　本願寺鷺森別院蔵　⑫和歌浦図屛風　当館蔵

【その他の主な出陳品】　　続宝簡集〈巻37・51・54〉金剛峯寺蔵［国宝］／総光寺由来幷太田城水責図　惣光寺蔵［和歌山市指定文化財］／
粉河寺参詣曼荼羅　粉河寺蔵／木食応其書状　安楽寿院蔵／興教大師像　根来寺蔵／川中島合戦図屛風〈紀州本〉当館蔵

戦乱の世から泰平の世へ ― 16～17世紀の紀北・泉南地域 ―

⑫旅人でにぎわう和歌浦の風景を描く。右側にみえる
風流踊は和歌祭の行列を連想させる。

①船舶が通行許可を得て
いることを知らせる旗。

②メルカトルが作成した世界図。Iapan（日本）の中にNegra（根来）がみえる。 ③関ヶ原の戦いを描く。和歌山から家康軍の一員として桑山一直・元晴らが出陣した。

④和泉国の土豪・新川盛政の
寿像。賛文から沢庵宗彭と
の親交がわかる。

⑪紀伊国冷水浦の道場に下付さ
れた親鸞（右上）と蓮如（左下）
の肖像。

⑧根来寺とも関係が深かった貝
塚願泉寺の卜半斎了珍の肖像。

⑤和歌山城主を務めた桑山重晴
の木像。

⑨秀吉の焼き討ちから高野山を
救った木食応其の肖像。

⑥桑山氏ゆかりの理智院
に残る豊臣秀吉の木像。

⑩信長との和睦後、顕如は大坂本
願寺から紀伊国鷺森に移った。

⑦和歌山城を築城した羽柴秀吉
の弟・秀長の肖像。

和歌山城内で開催されている展覧会
夏のコーナー展示　「吉宗、将軍就任への道」　和歌山城天守閣（TEL 073-422-8979）８月６日（土）～10月４日（火）
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Ⅰ 織田信長との戦い
Ⅱ 豊臣秀吉との戦い
Ⅲ 近世の幕開け
Ⅳ 豊臣の世から徳川の世へ


